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活動テーマ 地方自治体における防災・減災に関する地域課題解決のための活動支援 

実施期間 令和 元年 5月 16日 ～ 令和 2年 3月 31日 

活動内容 

（１）具体的な活動実施内容 

三重県内の全市町の防災担当部署の担当者（三重県防災対策部等の担
当者含む）の勉強および情報交換の場として、「地域防災研究会（以下、
研究会）」を企画し、最新の情報の提供および県や各市町間の情報共有
を行った。 
 

（２）地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与，広がり） 

テーマについては研究会ごとに、県・市町と相談の上決定しているが、
継続的に防災に関する地域課題に即した一つのテーマを深く研究する講
習会等を設置し、地域の発展・活性化等へ貢献している。 

 

（３）共同実施者との連携状況  

三重県（関係部局）および県内すべての 29市町（関係部局）の担当者
に加え、テーマに応じた話題提供者を招き、勉強会および意見交換会を
令和元年度は 2回実施した。なお、3月 18日に 3回目の研究会を実施す
る予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。 
 

（４）大学の教育・研究成果のかかわり 

防災に関するさまざまな取組紹介や最新の話題を提供するとともに、
地域での防災・減災に関する課題の解決に向けた計画策定等の場面にお
いて、大学教員らの防災に関する研究で得られた知見などから助言等を
行っている。 
 

（５）イベント等開催実績（名称，実施場所，参加人数等） 

・第 1回地域防災研究会：令和元年 5月 16日（於 地域イノベーション

ホール）51名 

・第 2 回地域防災研究会：令和元年 11 月 11 日（於 地域イノベーショ

ンホール）45名 

※第3回地域防災研究会は令和2年3月18日に開催する予定であったが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。予定していた企画

については、次年度以降の研究会において実施予定。 



（６）これまでの取組みによって得られた具体的な成果について 

○第 1回研究会 

「避難情報の発表について」 

・災害対策本部における意思決定について、防災体制、情報収集、意思

決定プロセスなどについて、具体的な事例をもとに参加者によるグルー

プワークを実施して検討することで、災害対応力の向上に取り組んだ。 

○第 2回研究会 

「災害対策本部における地図の利活用について」 

・紙地図と GIS の使い分けや災害対策本部の空間配置における地図の利

活用、伊勢市での活用事例などについて話題提供し、各市町の実情につ

いて意見交換を実施した。 

「令和元年 9月 4日から 6日の三重県北部での大雨について」 

・予測できなかった局地的な大雨への防災対応について、いなべ市、菰

野町の職員から対応状況について紹介し、その課題について意見交換を

実施した。 

「南海トラフ地震臨時情報への防災対応についてのワークショップ」 

・津波避難計画の現状、避難行動要支援者対策、事前避難対象区域の設

定、事前避難対象者、地域防災計画への反映、課題について共有し、意

見交換を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回研究会「避難情報の発表について」での様子（令和元年 5月 16日） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回研究会「避難情報の発表について」でのＷＳの様子（令和元年 5月 16日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2回研究会「南海トラフ地震臨時情報への防災対応について」でのＷＳの様子 

（令和元年 11月 11日） 


